
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００１ 項　　目　　名 学校維持補修費（小学校・通常）

予算書項目 学校維持補修費 ページ 69 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度 R2

一般会計 【問合せ先】学校施設係 0857-30-8404 

【１０次総の施策体系】1102 
 
【事業の目的及び効果】 
　各小学校に日常的に発生する施設の不具合について修繕を行うことによって、安全
かつ 快適な教育環境を確保する。 

【事業の内容】 
　消防用設備等保守点検業務、自家用電気工作物保安管理業務などの点検結果が報告
され、それに基づ く不備事項や、緊急に対応しなければならない箇所の修繕を行う。

　消防用設備等点検結果に基づく修繕　　　 　2,723千円
　自家用電気工作物点検結果に基づく修繕　　 4,455千円
　各種点検結果に基づく緊急修繕　　　　　　18,303千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 25,481 0 

小学校費

目 学校管理費

補正前額 53,533 

要求額 25,481 

総務部長段階査定額 25,481 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 25,481 諸収入 0 

計 25,481 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００２ 項　　目　　名 大規模改造事業費（小学校）

予算書項目 大規模改造事業費（小学校） ページ 69 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度 R2

一般会計 【問合せ先】学校施設係 0857-30-8404 

【１０次総の施策体系】1102 
 
【事業の経過及び背景】
　平成29年9月に「江山校区の学校のあり方を考える会」より、神戸小・美和小・江山
中3校による小中一貫校の設置を望む旨の要望書が提出され、校区審議会において、現
美和小の位置に校舎一体型の小中一貫教育校を設置する答申がなされた。この答申を
受け、神戸小・美和小・江山中3校を統合した新たな義務教育学校を令和2年4月に美和
小学校の位置に開設したが、既存の美和小学校校舎だけでは3校統合後の児童生徒の受
入れに対応できないこと、中学校課程に対応した教室が整備されていないことから、
仮設校舎で対応しているところである。

【事業の目的及び効果】 
　経年により、通常発生する学校施設の損耗、機能低下に対する復旧措置及び建物の
用途変更に伴う改修等を実施することにより、建物の耐久性を高めるとともに、現代
の社会的要請に応じた教育環境の確保を図る。
 
【事業の内容】 
　・江山学園普通教室棟長寿命化改良事業費（外壁改修）　55,680千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 9,052 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 55,680 0 

小学校費

目 学校建設費

補正前額 264,141 

要求額 57,395 

総務部長段階査定額 55,680 

地方債 46,600 0 

その他 0 0 

一般財源 28 諸収入 0 

計 55,680 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００３ 項　　目　　名 学校維持補修費（中学校・通常）

予算書項目 学校維持補修費 ページ 69 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度 R2

一般会計 【問合せ先】学校施設係 0857-30-8404

【１０次総の施策体系】1102

【事業の目的及び効果】
　各中学校に日常的に発生する施設の不具合について修繕を行うことによって、安全
かつ快適な教育環境を確保する。

【事業の内容】
　消防用設備等保守点検業務、自家用電気工作物保安管理業務などの点検結果が報告
され、それに基づく不備事項や、緊急に対応しなければならない箇所の修繕を行う。

　消防用設備等点検結果に基づく修繕　　　　 4,384千円
　自家用電気工作物点検結果に基づく修繕　　 　627千円
　各種点検結果に基づく緊急修繕　　　　　　 4,918千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 9,929 0 

中学校費

目 学校管理費

補正前額 22,955 

要求額 9,929 

総務部長段階査定額 9,929 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 9,929 諸収入 0 

計 9,929 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００４ 項　　目　　名 放課後児童対策事業費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

予算書項目 放課後児童対策事業費 ページ 41 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校教育課年度 R2

一般会計 【問合せ先】学務係 0857-30-8411 
 
【１０次総の施策体系】1201 
 
【事業の経過及び背景】 
　新型コロナウイルス感染症対策のために一斉臨時休業（4/27～5/6）及び分散登校 
（5/11～5/15）を実施したことに伴い、放課後児童クラブを長期休業と同様の開設対
応と した。
　その際、感染拡大防止対策として、利用者に児童クラブの利用自粛を求めた。 
 
【事業の目的及び効果】 
　一斉臨時休業及び分散登校を実施した際、子どもの居場所を確保するため、放課後
児童クラブを長期休業と同様の午前開所としたが、利用者に利用自粛を求め、感染拡
大防止を図ったもの。
 
【事業の内容】 
　・一斉臨時休業及び分散登校時対応期間に児童クラブを利用自粛した家庭への返金
    補助 

　　令和２年４～５月実績　３，０２０千円
　　今後の臨時休業見込み　７，９８９千円
　　　　　　　　　合計　１１，００９千円

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 11,009 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 11,009 0 

児童福祉費

目 児童福祉総務費

補正前額 53,538 

要求額 11,009 

総務部長段階査定額 11,009 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 11,009 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００５ 項　　目　　名 語学指導等外国青年招致事業費

予算書項目 語学指導等外国青年招致事業費 ページ 67 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校教育課年度 R2

一般会計 【問合せ先】教育センター 0857-36-6060 

【１０次総の施策体系】1102
 
【事業の経過及び背景】 
　語学指導等外国語青年（ＡＬＴ）の宿舎については、これまで新旧ＡＬＴの入替を
行いつつ、同じ集合住宅を継続して借りていた。当初、本年９月中に新規ＡＬＴ（６
名）を雇用予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響で来日出来ず、集合住宅
６部屋の賃貸契約を一旦解約せざるせざるを得ない状況となった。
　この度、新規ＡＬＴ（６名）の来日が可能となり、令和３年１月から雇用できるこ
ととなった。

【事業の目的及び効果】 
　新規ＡＬＴの受け入れにむけて準備が必要となるが、宿舎を解約しているため、新
規ＡＬＴを受け入れる宿舎について、賃貸借契約を結ぶ必要があり、その際に敷金が
必要となる。

【事業の内容】 
　新規ＡＬＴの住居賃貸借契約に係る敷金（６部屋分）　８８２千円　 
　
 
　※その他財源の諸収入は、敷金返還金。

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 882 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 67,173 

要求額 882 

総務部長段階査定額 882 

地方債 0 0 

その他 705 0 

一般財源 177 諸収入 705 

計 882 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００６ 項　　目　　名 教育センター運営事業費

予算書項目 教育センター運営事業費 ページ 67 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校教育課年度 R2

一般会計 【問合せ先】教育センター 0857-36-6060 

【１０次総の施策体系】1102
 
【事業の経過及び背景】 
　教育センター内の創造学習室（調理室）に設置してあるエアコンが故障したが、既
に製造停止になっており修理不能であるため、エアコンを新たに設置するもの。

【事業の目的及び効果】 
　創造活動室（調理室）のエアコンを新たに設置し、適切な施設管理を行う。

【事業の内容・実績】 
　創造活動室（調理室）エアコン　　　　　３６７千円
　人件費の決算見込みによる補正　　△２，９８５千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 △ 2,618 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 23,690 

要求額 △ 2,618 

総務部長段階査定額 △ 2,618 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 △ 2,618 諸収入 0 

計 △ 2,618 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００７ 項　　目　　名 一般管理費（学校給食センター）

予算書項目 運営管理費等 ページ 75 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校保健給食課年度 R2

一般会計 【問合せ先】学校給食係 0857-30-8417

【１０次総の施策体系】1102

【事業の経過及び背景】
　学校給食設備の点検で、湖東学校給食センター及び国府学校給食センターの食器洗
浄機、また、湖東学校給食センターの蒸気ボイラーが老朽化により、今後使用できな
くなるおそれがあると判明したため、緊急に修繕するもの。

【事業の目的及び効果】
　安全で安心な学校給食を、継続的かつ安定的に提供する。

【事業の内容】
　・湖東給食センター食器洗浄機修繕（コンベア取替）　　　８７０千円
　・国府給食センター食器洗浄機修繕（コンベア取替）　　　７７０千円
　・湖東給食センター蒸気ボイラー修繕（制御盤更新）　２，５２７千円
　・人件費の決算見込みによる補正　　　　　　　　　　　　９８９千円

　

　

　

　

　

　

　

　

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 5,156 0 

保健体育費

目 学校給食費

補正前額 72,392 

要求額 5,156 

総務部長段階査定額 5,156 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,156 諸収入 0 

計 5,156 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００８ 項　　目　　名 成人式開催費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

予算書項目 成人式開催費 ページ 71 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】生涯学習係 0857-30-8426

【１０次総の施策体系】1101

【事業の経過及び背景】
　鳥取市では例年１月３日に新成人の二十歳の門出を祝うとともに、新成人に大人と
しての自覚と責任を促すことを目的に成人式を実施している。
　令和３年鳥取市成人式は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催の可
否及び実施方法について、関係機関との協議や市民アンケート等を行い検討を進めて
きた。
　イベント開催に係る制限緩和等を踏まえ、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し
たうえで、令和３年鳥取市成人式は令和３年１月３日にとりぎん文化会館で開催する
ことを決定した。コロナ禍での成人式となるため、例年の会場準備に加え、「劇場、
音楽堂等における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に沿って実施する
必要がある。

【事業の目的及び効果】
　主に下記の対策を実施し、成人式開催における感染拡大防止を図る。
　(1)参加者の把握を行うため事前申込制とし、入場券を送付
　(2)新型コロナウイルス感染拡大防止に係る衛生用品及び事務用品の準備
　(3)会館内の３密を避け、ソーシャルディスタンスを確保するための導線の設置
　※主な対策であり、この他にもガイドラインに沿って対策・周知等を行う。

【事業の内容】
　(1)入場券の印刷及び送付に係る郵送代　130千円
　(2)衛生用品等購入費（消毒液、飛沫防止アクリル板等の購入）　50千円
　(3)導線の設置に係る賃借・設置費用　400千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 580 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 580 0 

社会教育費

目 社会教育活動費

補正前額 0 

要求額 580 

総務部長段階査定額 580 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 580 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００９ 項　　目　　名 ものづくり道場推進事業費

予算書項目 ものづくり道場推進事業費 ページ 71 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】生涯学習係 0857-30-8426

【１０次総の施策体系】1101

【事業の経過及び背景】
　平成２６年度、文化センター内にファブラボとっとりの開設と同時に設置された
レーザー加工機は、３ プリンタなどと並んで当施設の主要設備として日々の利用者
の利用や講座・イベント等で活用されている。
　設置から年数が経過し、レーザー発振器の出力が低下してきており、６月中旬以降
レーザー加工機による切断加工の際に切り残しが多々あり、綺麗に切断できない状況
が続いている。
　また、業者による点検において、このまま利用を継続した場合レーザー加工機の利
用停止や発火の危険性があることを指摘されており、早急な修繕が必要である。

【事業の目的及び効果】
　レーザー加工機の修繕を行うことで、利用環境の維持・向上、利用者の安全確保に
努める。

【事業の内容】
　レーザー発振器の取替　342千円
　

　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 342 0 

社会教育費

目 社会教育活動費

補正前額 4,245 

要求額 449 

総務部長段階査定額 342 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 342 諸収入 0 

計 342 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１０ 項　　目　　名 集会所管理費

予算書項目 社会教育施設管理費 ページ 73 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】生涯学習係 0857-30-8426、施設係 0857-30-8428 
 
【１０次総の施策体系】1101 
 
【事業の経過及び背景】 
　鳥取市には、公民館以外に生涯学習の推進及び地域活性化を目的とした施設として
集会所（コミュニティ施設等）を設置しており、地域住民をはじめ、多くの市民に利
用されている。
　これらの施設においては、経年劣化による損傷等が生じているため、市民の利用に
支障をきたすことのないよう早期に修繕を行う必要がある。

【事業の目的及び効果】
　施設の適正な維持管理を行うことで利用者の安全の確保と利用環境の維持・向上を
図る。

【事業の内容】 
　(1)経年劣化等による修繕
　　・佐治町コミュニティセンターガス漏れ修繕　　　454千円
　　・気高町コミュニティセンター機械室ポンプ修繕　584千円
　　・佐治町コミュニティセンター電話回線収容　　　 37千円
　(2)消防法に基づく修繕
　　・西佐治会館カーテン修繕　　　　　　　　　　　233千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,308 0 

社会教育費

目 社会教育施設管理費

補正前額 49,200 

要求額 1,817 

総務部長段階査定額 1,308 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,308 諸収入 0 

計 1,308 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１１ 項　　目　　名 文化センター施設整備費

予算書項目 文化センター施設整備費 ページ 73 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428 

【１０次総の施策体系】1101 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取市文化センターは、市民の生涯学習の推進並びに学術及び地域文化の発展を図
ることを目的として設置され、「生涯学習センター」や「こども科学館」等、多岐に
わたる役割を担う施設としても多くの市民に利用されている。
 　本施設において、壁面防水の経年劣化による雨漏りが生じ、施設西側各室の床面ま
で浸水し大変危険な状態となっていることから早期に改修を行う必要がある。

【事業の目的及び効果】 
　雨漏りの原因となっている箇所を早期に修繕し、利用者の安全確保と利用環境の向
上を図る。 
 
【事業の内容】 
　(1)経年劣化による修繕
　　・文化センター雨漏り修繕　983千円
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 983 0 

社会教育費

目 社会教育施設管理費

補正前額 49,771 

要求額 983 

総務部長段階査定額 983 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 983 諸収入 0 

計 983 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１２ 項　　目　　名 サイクリングターミナル運営管理費

予算書項目 サイクリングターミナル運営管理費 ページ 73 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】生涯学習係 0857-30-8426、施設係 0857-30-8428 

【１０次総の施策体系】1101 
 
【事業の経過及び背景】 
　青少年の宿泊研修施設であるサイクリングターミナル「砂丘の家」は、市内小学校
の宿泊研修をはじめ、多くの市民に利用されている施設である。
　本施設には、浴場があるため、ボイラー式の給湯器を２基設置しているが、うち１
基が故障し、浴場の使用に支障が生じている。
　応急的に１基の給湯器で対応を行っているが、十分な湯量を確保できていない状態
となっている。
　また、施設内の配水を行うための給水ポンプについて、一部配管が損傷しており、
配水ができなくなるおそれがある。
　両設備共に、施設運営に重大な影響を及ぼす設備であるため、早期に修繕を行う必
要がある。

【事業の目的及び効果】
　故障した設備を更新・修繕し施設利用者の利便性を確保する。

【事業の内容】
　大浴室用温水ボイラー取替　2,420千円
　給水ポンプ配管修繕　　　　　319千円

　※その他財源の繰入金は、ふるさと納税基金繰入金。

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,739 0 

社会教育費

目 社会教育施設管理費

補正前額 13,360 

要求額 2,739 

総務部長段階査定額 2,739 

地方債 0 0 

その他 2,282 2,282 

一般財源 457 諸収入 0 

計 2,739 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１３ 項　　目　　名 星空解説番組を活用したプラネタリウム拡充事業費（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）

予算書項目 さじアストロパーク企画イベント等事業費 ページ 73 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】生涯学習係 0857-30-8426　施設係 0857-30-8427

【１０次総の施策体系】1101

【事業の経過及び背景】
　さじアストロパークのプラネタリウム観覧は、前半を専門職員による星空生解説、
後半を季節ごとのテーマ番組の構成で実施し、人気の体験型コンテンツとなってい
る。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため定員を削減して運営しており、団
体客への対応は複数グループに分けて実施している。
　各グループに専門職員を配置する必要があり、プラネタリウムの上映や各種体験活
動の待ち時間が増える状況にある。

【事業の目的及び効果】
　プラネタリウムの星空生解説に収録解説番組を併用することで、専門職員の柔軟な
配置による各種体験プログラムの円滑な運営と、プラネタリウムの投影回数の増加に
よる来場者の積極的な受入れが可能となる。

【事業の内容】
　・ウィズコロナ（分散と集客の両立）に対応した季節ごとの星空解説番組制作費
　　2,200千円（1番組制作あたり550千円×４季分）

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,200 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,200 0 

社会教育費

目 社会教育施設管理費

補正前額 0 

要求額 2,200 

総務部長段階査定額 2,200 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 2,200 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１４ 項　　目　　名 さじコスモスの館運営管理費

予算書項目 さじコスモスの館運営管理費 ページ 73 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】生涯学習係 0857-30-8426、施設係 0857-30-8428 
 
【１０次総の施策体系】1101 
 
【事業の経過及び背景】 
　さじコスモスの館は、平成６年７月にオープンしたさじアストロパ－クの園地内に
ある 宿泊施設である。
　現在は、指定管理者制度による民間事業者での運営・維持管理を行っており、市内
外から年間約1,000人の方が利用に訪れている。
　消防法に基づき自動火災報知設備の機器点検を行った結果、一部が故障しているこ
とが判明したため、早期に修繕を行う必要がある。
 
【事業の目的及び効果】 
　故障している個所を早期に修繕し、利用者の安全確保を図る。
 
【事業の内容】
　(1)消防法に基づく修繕
　　・自動火災報知設備（スポット感知器）修繕　42千円　 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 42 0 

社会教育費

目 社会教育施設管理費

補正前額 2,151 

要求額 42 

総務部長段階査定額 42 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 42 諸収入 0 

計 42 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１５ 項　　目　　名 地区体育館管理費

予算書項目 地区体育館管理費 ページ 75 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【事業の経過及び背景】 
　現在、鳥取市には、鳥取地域の直営管理の地区体育館が２４館、新市域の直営管理
の体 育館が１０館あり、地域の身近な体育施設として多くの市民に利用されている。 
　これら体育館においては、経年劣化により損傷が生じているため、市民の利用に支
障をきたすことが生じないよう早期に修繕を行う必要がある。

【事業の目的及び効果】
　施設の適正な維持管理を行うことで利用者の安全の確保と利用環境の維持・向上を
図る。

【事業の内容】 
　(1)経年劣化による修繕
　　・青谷町日置谷体育館　照明交換　397千円
　　・中ノ郷体育館　換気窓修繕　　　416千円
　　・海洋の家体育館　扉修繕　　　　 48千円
　(2)消防法に基づく修繕　287千円
　　・浜坂体育館非常警報バッテリー交換
　　・若葉台体育館非常警報バッテリー交換
　　・東郷体育館消火器設置台交換
　　・美保南体育館煙感知器修繕
　　・海洋の家体育館避難誘導灯交換
　　・久松体育館避難誘導灯交換
　
 
　
 
　
 
　

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,148 0 

保健体育費

目 体育施設費

補正前額 21,152 

要求額 1,201 

総務部長段階査定額 1,148 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,148 諸収入 0 

計 1,148 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１６ 項　　目　　名 体育施設管理費

予算書項目 体育施設管理費 ページ 75 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428 

【１０次総の施策体系】1103 

【事業の経過及び背景】 
　河原町勤労者体育館は、平成３０年度から指定管理者制度を活用した施設の運営・
維持管理を行っている。
　指定管理者により消防法に基づく点検を行ったところ、自動火災報知設備の一部
（天井空気管）が機能していないことが判明した。当該設備は、火災時において煙を
感知し利用者に火災を知らせる設備であるが、感知設備が機能していないことから早
期に修繕を行う必要がある。

【事業の目的及び効果】 
　故障している設備を早期に修繕し、利用者の安全確保を図る。

【事業の内容】
　(1)消防法に基づく修繕
　　・自動火災報知設備修繕　990千円
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 990 0 

保健体育費

目 体育施設費

補正前額 204,864 

要求額 1,365 

総務部長段階査定額 990 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 990 諸収入 0 

計 990 その他 0 

行財政改革課処理欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教０１７ 項　　目　　名 プール管理費

予算書項目 プール管理費 ページ 75 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R2

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【事業の経過及び背景】 
　河原町曳田地内にある旧八上プールは、旧八上小学校閉校後、市民へ開放していた
施設であるが、老朽化により現在は使用していない。
　本施設内のサクラ（古木）とケヤキについて、腐朽等による倒木の可能性が示唆さ
れた。
　施設隣接には県道（バス路線、通学路）があり、強風等により倒木した際に、非常
に危険であるため早期の伐採を行う必要が生じている。

【事業の目的及び効果】
　倒木の恐れがある樹木を早期に伐採し、地域住民及び通行人等の安全確保を図る。

【事業の内容】 
　・サクラ及びケヤキ４本の伐採及び処分　825千円
　・人件費の決算見込みによる補正　　　△878千円
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 △ 53 0 

保健体育費

目 体育施設費

補正前額 8,898 

要求額 △ 53 

総務部長段階査定額 △ 53 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 △ 53 諸収入 0 

計 △ 53 その他 0 

行財政改革課処理欄


